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わけあり温州みかんへのご協力、誠にありがとうございました。  

寒中の折、皆様におかれましてはお達者でお過ごしのことと思い

ます。このたびは、我が「ポコロコ農園」（齊藤達文の農園愛称）

における栽培管理の失敗かつ高温時の不適切な農薬散布等で果皮

にこれでもかというぐらい外観的ダメージをこうむりました。ホ

ントに「何十年みかん作りをやってきたんぞ」と自らのざぁっとま

くれなやり方に情けなくなってしまいます。それに対して自然は

容赦なく、反発が現れます。  

  

このような不出来なみかん達を、事務局が「なんとか頑張って売る

けん」と言ってくれて「わけありみかん」と称して骨身を削って箱

詰めしてくれました。こんな次元の低い訳ありみかんをどうやっ

て売り込んだのか、心苦しい限りです。その上にお金を出して食べ

て下さった皆様の心配りとご支援に深く深くお礼と感謝を申し上

げます。また、皆様からの温かい励ましのお便りやメッセージを受

け取り、胸にひしひしと熱いものがこみ上げてきます。  

 

百姓を始めて半世紀近くなりますが、農産物はイノチのあるもの

であり、食べてくれる人達との心の交流である、そのようなことば

を今改めて思い起こしています。今一度、大地に根ざし、みかん畑

に寄り添う百姓にならんといけんなと身にしみている所です。  

植物は死して土を肥やし還元する。私も失敗のタネを土の中にも

っていくんぢゃなく少しは後世の為に肥やしにならなければと思

います。  

  

そろそろ私の頭の中は白骨化していくのがわかってくる年代にな

っていますが、皆様からの心温まる気持ちが脳内を潤ませ、細胞が

活性化してくるのがわかります。まだまだ頑張らにゃと気を引き

しめています。  

最後になりましたが、皆様からの大いなるご厚情とご支援に心よ

り感謝申し上げます。トラ年がいい景色の見える年になりますよ

う祈っています。                  

                  無茶々園生産者 齊藤達文  

 

これから何を 

目指すのか 
 

農水省は「緑の食糧シス 

テム戦略」で 30年後の 

目標として耕地面積に占める有機農業の取り組み面積の割合を

0.5%から 25%に拡大するとかかげました。農業で食べていくだけで

も大変なのに有機農家を増やすには大きな改革や革新が必要で

す。 

 

有機農家は害虫対策として防虫ネットを使い、さらにその設置や

管理に多くの労力を費やします。化学肥料を使わず有機肥料を使

うには技術や経験が必要で、自作すれば屋根付きの建物や設備が

いります。現状のままでは有機の野菜や米の価格はあまりにも高

くなり皆が当たり前に食べるには難しくなります。 

 

今年から帰農志塾はほぼスタッフを雇用して運営しています。つ

い 10年前は雇用が全くなく、住み込みの研修生しかいませんでし

たが研修生が今後は減っていくと考え、8年ほど前から雇用を徐々

に増やしてきました。逆境が栽培技術を向上させ、家族がいる独立

希望者も受け入れることができるようになりましたが、運営はま 

 

だまだ不安定でこのままでは 

規模の拡大やスタッフへの 

十分な待遇を行う事は難しい 

状況です。経営の安定した継 

続と発展が今後の課題です。 

 

帰農志塾でもこれらの課題が 

あり、新規就農者や跡取りがいない 

農家にはさらに多くの課題があると考え 

られます。来年も農業が続けられるかを考えるのはとても大切で

すが、頭の片隅に次の 30年、60年後の世代のために何かできるこ

とがあるか?どうやったら有機農業の面積を 25%にできるか?など

夏が終わり少し余裕が出てきて考えられるようになりました。私

たちだけでなく多くの生産者と消費者が自分事として一緒に取り

組めば実現可能です。そんなことを考えながらワクワクする今日

この頃です。 

帰農志塾 戸松正行 
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ふみさんの 

 

リレーコラム：逢えなくても繋がってるよ、よつ葉のわ！～繋ごう心の絆～ 
 
ウチの娘が通っている園では年長さんになるとクラスの手ぬぐいを

宮染めで作るのです。それをどのように使うか、悩んでいました。 

よつ葉だよりに載っていたあずま袋を思い出し、作ってみようと思っ

てます^ ^ 

いきなり、思い入れのある手ぬぐいに手をつけるのは躊躇したので、

手持ちのもので挑戦してみました！ミシンに不慣れなので、手縫いで

やってみたのですが、本当に簡単！2ヶ所を直線になみ縫いするだけ。

隙間時間にチャチャっと出来ました！これなら本番の手ぬぐいでも

失敗せずに出来そうです^ ^ 

折り畳んでバックに 1つあると、急な買い物にも便利だし、手ぬぐい

だから、ハンカチ代わりにも使えちゃう！趣味で作ったカゴバックの

内袋にもピッタリでした⭐ 

とても良いものをご紹介くださってありがとうございました！！ 

宇都宮地区 渡辺 

 

＜理事 薄井史子  よつ葉サークル「なす子育ちの会」代表＞ 

 

オーガニックフードマイスター、調理師 発酵

食品を使ったおやつ“日々のお菓子”製造、

助産院でのごはん作り等でも活動中！ 
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ご意見・ご感想をお寄せください。お名前と組合員番号をご記入の上、

共同購入注文書またはお手紙でお願いします。掲載の方には粗品をプレ

ゼントいたします。※掲載するにあたって事前ご連絡をすることはあり

ませんので、ご了承ください。 

共 通 申 込 書 

 

希望する行事名に □ してください 

□開運 古河 七福神巡り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会員コード       氏  名 

住  所 

連絡のつきやすい電話番号☎ 

参加人数 （大人）組合員    人※同居の家族は組合員に含みます 

（大人）組合員以外  人 

     （小・中学生）    人  歳  歳  歳 

     （未就学児）     人  歳  歳  歳 

参加者のアレルギー  無・有（           ） 

 
託児：６カ月以上のお子様から   人  歳  歳  歳  歳 

お子さんのアレルギー 無・有（           ） 

 
備考欄  

 

 

 

東日本大震災･東電原発事故での支援金 募金報告（1月 4週分）                             

ご協力ありがとうございます。                 

組合員さんの温かいお気持ちが今週も寄せられています  (単位：円) 

放射能から子どもを守る募金 （900番） 6，000 

震災孤児を支援する募金   （910番） 18，500 

「有機農業と国産種子」募金 （920番） 7，100 

合  計 31，600 

共同購入注文書裏の「10品以上の記入欄」に該当番号と数量をご記入ください。 

WEB 注文の場合は、左側［企画商品・募金］内の［募金関連］をクリック。 

一口 100円の募金になります。 

●編集・発行よつ葉生活協同組合 小山市粟宮 1223 

0120-07-1613 TEL 0285-45-9100  FAX 0285-45-9101 

HP http://yotsubacoop.jp/ 

よつ葉だよりメールアドレス yotsubadayori@yahoo.co.jp 
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新型コロナウイルス感染症対策たすけあい募金報告（1月 4週分）                             

ご協力ありがとうございます。                 

組合員さんの助けあいの気持ちが広がっています     (単位：円) 

栃木コロナ支えあい基金   （860番） 4，200 

群馬コロナウイルス対策募金 （861番） 1，700 

茨城誰かのために募金    （862番） 2，000 

合  計 7，900 

共同購入注文書の該当番号に数量をご記入ください。 

WEB 注文の場合は、左側［企画商品・募金］内の［募金関連］をクリック。 

一口 100円の募金になります。 

参加してみませんか      P4 の共通申込書でお申込みください。ただし申し込み多数の場合抽選になります。 

 

WEB 

無茶々園 オンライン 産地見学会 
なかなか会いに行けないからこそのオンライン産地見学 

無茶々園さんと交流しましょう 

日 時：３月２日（水）10：00～11：30（受付 9：50） 

会 場：オンライン Zoom 

参加費：無 料      定 員：20名 

締切日：2月 18 日（金） 

主 催：栃木委員会 

問合せ：よつ葉生協 TEL 0120-07-1613（三輪・堀） 

このイベントは、よつ葉生協ホームページで受け付けます。「インフ

ォメーション」をクリックし、        から 「イベント」

を選択、今回の行事のタイトルをクリックすると、詳細ページの下か

ら申込みフォームに進めます。 

 

 

すべて ∨ 

古 河 

開運 古河 七福神巡り 
「七つの災難を除き」「七つの幸福を授かる」七福神めぐり。

ボランティアガイドさんと一緒に歴史と伝統の街古河を歩

きませんか？ 

日 時：3月 10 日（木）10：00～12：30（受付 9：45～） 

集 合：古河駅構内、古河市観光案内所前 

参加費：無 料     定 員：10 名 

託 児：な し 

締切日：2月 18 日（金） 

主 催：文化委員会 

問合せ：よつ葉生協 組合員活動室 須田  

    TEL 0120-07-1613 

＊詳しくはお手紙でご案内します。 

2022 年第１回畑の横の和蜂学校 

☆日本蜜蜂の生態について  

 「蜜蜂との一年間の付き合い方の講習」 
☆同時にご希望の方には蜜蜂の待ち箱の作り方実習をします 

 別途材料費（6000 円）道具・材料は用意してあります。 

日 時：２月２４日（木）13：00～15：30 

場 所：大山田ノンフェール・くらねぇ（旧大山田小学校） 

    （栃木県那須郡那珂川町大山田下郷 955） 

参加費：3500 円（資料代・シフォンケーキ・飲み物付き。日本蜜蜂

の蜂蜜のお土産を含みます） 

    その他、待ち箱キットや、組み立て済み待ち箱、分蜂後の養

子縁組などご相談にも応じます 

主催・申込み・問合せ先 

    里山和蜂日和 堀江博子  TEL 090-2316-4241 

    ノンフェールみつばちハーブ倶楽部 岡真理子 

                 TEL 090-9377-2101 

    ノンフェール事務局 相馬心平 TEL 090-3344-7813 

    Mail k.non-faire@nactv.ne.jp 

  
 

日程 
第２回「日本蜜蜂の採蜜」５月中旬 

第３回「日本蜜蜂の蜜蝋ラップ、キャンドルつくり」９月中旬 

【置き配のご利用をお勧めしています】 
新型コロナウィルスの拡大が続いています。よつ葉生協では、置き

配のご利用を進めています。お届けする商品を、玄関等ご指定の場

所に置かせて頂きます。配送担当者にお申し出ください。 

対面でお受け取りの際は、マスク着用のご協力をお願いします。 

mailto:k.non-faire@nactv.ne.jp

